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今月のトピックス 「景気回復まで全治４年？」 

 

 ロナショックで急速に景気は悪化したのだが、景気が立ち直るまでにどのくらいの時

間がかかるだろうか？企業によってリカバリーの時間はまちまちだろうが、日本とい

う国を１つの企業に例えて考えてみることにしよう。 
コロナショックが勃発したときには既に景気はピークアウトしていたのはご存じのはず。

そのピーク（山）は２０１８年１０～１２月期と「景気動向指数研究会」が判定している。

当時の売上げにあたる実質ＧＤＰは約５３３兆円、足下の２０２０年４～６月期のＧＤＰは

約４８５兆円（第１次速報）だったことから、売上げは４８兆円減少したことになる。景気

の「山」と「谷」は後から「景気動向指数研究会」で判定されることになるのだが、世界的

に経済活動が動き始めていることを考慮すれば、日本を含め大多数の国は４～６月期が景気

のボトム（谷）であると思われる。今後、減少した４８兆円の売り上げは時間をかけてリカ

バリーしていくことになるわけだが、参考になるのが過去の景気循環と比較してみることだ

ろう。  
１９９０年以降、山と谷を繰り返す景気循環は６回あったことになるが、最も大きな循環

は２００８年のリーマンショック後でした。ピーク（山）は２００８年１～３月期の約５０

７兆円、ボトム（谷）は２００９年１～３月期の約４６３兆円。この間売上げにあたる実質

ＧＤＰは約４３兆円減少している。この４３兆円の売上げをリカバリーしたのは、２０１３

年４～６月期で４年と３ヵ月かけて約５０８兆円に回復したのである。直前の景気のピーク

（山）である２００８年１～３月期からの時間にすれば、５年と３ヵ月もの期間が必要だっ

たことになる。途中、２０１１年３月には東日本大震災があったことから、想定外に時間が

かかったのかもしれないが、今回の新型コロナもある意味想定外と言えることだろう。とす

れば、今回のコロナショックもリーマンショック時と同程度の時間がかかってもおかしくは

ない。 
  ボトム（谷）から４年３ヵ月と考えれば、売上げが２０１８年１０～１２月期を上回るの
は４年３ヵ月後の２０２４年７～９月期ということになる。４年超もかかるのか？と思われ

るかもしれないが、前回の景気のピーク（山）を回復する時期をエコノミスト２２人に日本

経済新聞社が聞いたところ、最多は２０２４年の９人でした。最も早いのは２０２２年の回

答で６人であることから、リーマンショック時と同様の時間がかかるのは絵空事ではないと

考えるべきだろう。 
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